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（
３
）
登
山
特
有
の
疾
病

①
高
山
病

　

高
山
病
、
高
所
脳
水
腫
、
高
所
肺
水
腫
は4000m

に
満
た
な
い
日
本
ア
ル
プ
ス
で
も
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
お
き
た
い
。
標
高2500m

く
ら
い
か
ら
発
症
す

る
。

　

高
山
病
と
は
、
低
圧
低
酸
素
環
境
へ
の
急
激
な
変

化
に
体
が
順
応
し
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
体
の

細
胞
が
、
体
内
の
水
分
を
貯
留
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
。
間
質
に
水
分
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

浮
腫
が
起
こ
る
。
脳
に
発
生
し
た
浮
腫
を
高
所
脳
水

腫
、
肺
に
発
生
す
る
と
高
所
肺
水
腫
と
な
る
。

　

高
山
病
の
症
状
が
出
現
す
る
標
高
や
そ
の
高
さ
に

な
れ
る
ま
で
の
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
同
じ
人

で
も
そ
の
時
の
体
調
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

（
高
山
病
の
症
状
）

　

１
．
頭
痛 

　

２
．
食
欲
不
振
、
吐
き
気
、
嘔
吐 

　

３
．
疲
労
、
脱
力 

　

４
．
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き 

　

５
．
睡
眠
障
害

（
高
山
病
の
そ
の
他
の
客
観
的
症
状
）

　

１
．
す
ぐ
に
眠
っ
て
し
ま
う
、
日
時
や
場
所
が
わ

　
　
　

か
ら
な
く
な
る
等 

　

２
．
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

　
　
　

等 

　

３
．
顔
や
手
足
の
む
く
み

　

高
山
病
が
重
症
に
な
る
と
高
所
脳
水
腫
、
高
所
肺

水
腫
も
併
発
す
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

高
地
肺
水
腫
： 

肺
が
む
く
み
、
水
分
が
浸
み
出
し

た
状
態
で
、
呼
吸
が
た
い
へ
ん
苦
し
く
な
る
。
呼
吸

と
と
も
に
ガ
ラ
ガ
ラ
す
る
音
が
し
た
り
、
せ
き
や
血

痰
が
み
ら
れ
る
。
肺
を
通
し
て
体
に
取
り
込
め
る
酸

素
の
量
が
と
て
も
少
な
く
な
り
、
生
命
の
危
険
が
あ

る
。 

 

高
地
脳
浮
腫
： 
脳
が
む
く
ん
だ
状
態
で
、
足
元
が

ふ
ら
つ
き
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
こ
ろ
ぶ
、
意
識
を
失

う
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
、
こ
ち
ら
も
生
命
の
危
険

が
あ
る
。

最
も
発
症
の
多
い
の
は
睡
眠
に
よ
り
呼
吸
が
浅
く

な
っ
た
と
き
に
起
こ
り
易
い
。

（
診
断
）

　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
を
所
持
し
て
い
た
な
ら
血

中
酸
素
濃
度
を
測
る
こ
と
で
容
易
に
判
明
す
る
。
そ

れ
以
外
で
は
症
状
を
み
て
判
断
す
る
。

　

普
段
は
、
１
０
０
％
近
い
者
で
も
高
所
で
は
、

８
０
％
程
度
の
酸
素
濃
度
に
な
る
。
高
度
障
害
は
、

７
０
％
を
切
る
あ
た
り
か
ら
発
症
し
て
い
る
。
よ
っ

て
そ
の
付
近
か
ら
対
応
策
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
る
。

（
対
策
）

○
標
高
を
下
げ
る
こ
と
が
最
も
効
果
が
あ
る
。

○
酸
素
吸
入
（
毎
分0.5

～0.8

リ
ッ
タ
ー
）

○
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
の
服
用

　
　

ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
は
体
液
を
酸
性
に
傾
か
せ
、

　

高
所
で
ア
ル
カ
リ
性
に
傾
い
て
い
た
体
液
を
酸
性

　

側
に
引
き
戻
し
、
換
気
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

　

で
き
る
。
ま
た
、
脳
脊
髄
液
も
酸
性
側
に
傾
け
、

パルスオキシメーター（動脈

血中酸素飽和度測定器）

○重量、約２６ｇ（電池込み）

○価格、約３万円

登山特有の疾病

勝野惇司
見本
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脳
浮
腫
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

　

な
こ
と
か
ら
、
高
山
病
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

　

れ
て
い
る
。

　

軽
症
で
は
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
、
中
程
度
で
は
ダ
イ

　

ア
モ
ッ
ク
ス
と
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
、
脳
浮
腫
で
は

　

多
量
の
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
、
肺
水
腫
で
は
ニ
フ
ェ

　

ジ
ピ
ン
。

　
　
　
　

○
高
圧
ケ
ー
ソ
ン
（
ガ
モ
ウ
・
バ
ッ
グ
）
の
使
用
。

○
深
い
呼
吸
を
さ
せ
る
。
高
山
病
の
症
状
の
あ
る
者

　

を
寝
か
せ
て
し
ま
う
と
、
呼
吸
が
浅
く
な
り
さ
ら

　

に
症
状
が
進
む
の
で
注
意
す
る
。

（
高
山
病
の
予
防
）

○
水
分
を
充
分
に
摂
る
。

○
す
ぐ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
炭
水
化
物
を
多
く
摂

　

取
す
る
。飴
を
舐
め
る
の
は
良
い
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー

　

ト
は
脂
肪
分
が
多
く
、
高
地
で
は
食
欲
低
下
の
原

　

因
に
な
る
。
ま
た
、
低
酸
素
で
は
消
化
機
能
が
低

　

下
す
る
た
め
、
食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る
。
消
化
薬

　

の
服
用
が
よ
い
。

○
予
防
薬
の
服
用
。
日
本
で
は
緑
内
障
の
治
療
薬　

　

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
（
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
）

　

の
内
服
は
高
山
病
の
予
防
効
果
が
あ
る
他
、
不
眠

　

を
改
善
し
た
り
、
起
床
時
の
頭
痛
を
緩
和
さ
せ
る
。

　

医
師
の
処
方
箋
が
必
要
。
海
外
で
も
販
売
さ
れ
て

　

い
る
。

○
高
所
順
化
を
事
前
に
行
う
。

　

低
酸
素
室
の
利
用
も
充
分
の
効
果
が
あ
る
。

②
凍
傷

　

凍
傷
は
、
寒
気
に
曝
さ
れ
た
末
梢
組
織
障
害
で
あ

る
が
、、
組
織
そ
の
も
の
が
凍
結
し
て
細
胞
が
破
壊

さ
れ
る
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
寒
気
に
あ
っ
て
末
梢

血
管
が
収
縮
し
、
血
管
内
の
血
液
が
血
栓
を
起
こ
す

な
ど
し
て
起
こ
る
末
梢
の
循
環
障
害
で
も
起
こ
る
。

よ
っ
て
０
℃
以
下
で
な
く
て
も
起
こ
り
得
る
。

　

ガモウバッグは寝袋のような加圧バッグ。

コーティングされた布でできていて、こ

の中に人を入れてポンプで空気を送り込

むと、中の空気が加圧される。例えば高

度 5000m 位で使用して、中を標高 2000 ～

2500m 程度の外気圧まで降下させることが

できる。日本の山小屋にも装備されている

ところがある。

ガモウバッグ

携帯酸素

ダイアモックス スポーツサンソ（日本製）

ガスカートリッジ式、毎分０～２Ｌ

価格はセットで７，９００円～

高度障害の症状が現れたら 0.5 リッター / 分程度を１０分与える。

様子をみて繰り返す。一旦解消すると再度障害は現れにくい。

服用は、パルスオ

キシメーターでの

測定と併用が望ま

しい。

オーツーフォレスト（日本製）

粉末を水との化学反応で酸素発生

価格はセットで７，５６０円
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凍
傷
の
程
度

　

Ⅰ
度
：
表
皮
の
み

　

Ⅱ
度
：
真
皮
ま
で

　

Ⅲ
度
：
皮
下
組
織
に
達
す
る
。

　

Ⅳ
度
：
骨
、
軟
骨
に
達
す
る
。

　

実
際
に
は
凍
傷
直
後
に
ど
の
程
度
組
織
が
破
壊
さ

れ
た
か
は
判
断
出
来
な
い
。
よ
っ
て
病
院
で
の
治
療

後
に
、
損
傷
部
位
を
判
定
し
て
、
皮
膚
移
植
、
切
断

と
い
っ
た
外
科
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
血
液
凝
固
を
抑
え
る
薬
や
末
梢
血
管
を
拡
張
さ
せ

る
薬
が
有
効
に
作
用
す
る
よ
う
で
あ
る
、
が
そ
れ
ら

は
医
師
の
処
方
箋
が
必
要
と
な
る
。）

（
山
で
の
応
急
処
置
）

　

指
先
が
感
じ
な
い
、
足
が
感
じ
な
い
と
思
っ
た
時

点
で
、
た
だ
ち
に
、
そ
の
部
分
を
温
め
な
い
と
凍
傷

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て
登
攀

を
完
成
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の
代
償
は
限
り
な
く

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
微
妙
な
表
情
を
見
落
と
す
こ
と

な
く
そ
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

凍
傷
、
あ
る
い
は
凍
傷
の
気
配
が
あ
る
場
合
に
は
、

靴
紐
、
特
に
ア
イ
ゼ
ン
の
バ
ン
ド
を
弛
め
、
ツ
ウ
ェ

ル
ト
を
被
っ
て
保
温
し
て
や
る
。
体
温
が
戻
る
気
配

が
な
い
場
合
は
、
湯
温40

～42

度
位
で
部
位
を
温

め
て
や
る
。

　

さ
ら
に
進
ん
だ
凍
傷
に
対
し
て
も
応
急
処
置
と
し

て
湯
で
温
め
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
は
保
温

し
て
、
早
急
に
医
師
に
診
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
凍
傷
の
治
療
経
験
の
多
い
医
院
、
医
師
に

診
せ
る
こ
と
も
必
用
で
あ
る
。

（
凍
傷
の
予
防
）

○
出
来
る
限
り
身
体
を
寒
気
に
さ
ら
さ
な
い
。 

○
保
温
性
の
高
い
防
寒
着
、
手
袋
、
登
山
靴
の
着
用

　

を
す
る
。

○
食
べ
物
の
摂
取
。
体
温
を
維
持
す
る
た
め
の
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

○
喫
煙
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
の
で
血
液
の
循
環
を

　

悪
く
し
、
凍
傷
を
起
こ
し
や
す
い
。

○
飲
酒
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
皮
膚
血
管
を
拡
張
さ
せ

　

る
の
で
、
一
時
的
に
皮
膚
を
温
め
て
く
れ
る
が
、

　

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
を
き
た
し
、
結
局
は
体
温

　

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
凍
傷
に
な
り
や
す
く
な

　

る
。
又
、
中
枢
神
経
系
を
抑
制
す
る
の
で
体
温
調

　

整
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

○
血
行
促
進
剤
の
塗
布

　
　

血
行
促
進
剤
と
し
て
、
何
種
類
か
が
市
販
さ
れ

　

て
い
る
が
、
中
で
も
ヒ
ル
ド
イ
ド
（
製
品
名
、
ヘ

　

パ
リ
ン
類
似
物
質
）
は
そ
の
効
能
が
高
い
。

　

そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
製
品
が
あ
る

　

・
ビ
ー
ソ
フ
テ
ン
軟
膏

　

・
ヘ
パ
ダ
ー
ム
軟
膏

　

・
セ
レ
ロ
イ
ズ
軟
膏

　

な
ど
が
あ
る
が
、
使
用
に
は
い
ず
れ
も
出
血
性
血

　

液
疾
患
（
血
友
病
，
血
小
板
減
少
病
，
紫
斑
病
）

　

の
あ
る
者
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

○
ホ
ッ
カ
イ
ロ
（
白
元
製
）

　
　

靴
下
の
上
か
ら
貼
る
事
で
温
か
く
な
り
、
凍
傷

　

を
防
ぐ
。

血行促進剤・ヒルドイド

価格、２０００円価格、５足入り

で５００円ほど

登山特有の疾病
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③
低
体
温
症

　

体
全
体
が
低
い
温
度
に
長
い
時
間
曝
さ
れ
て
体
温

が
下
が
る
と
、
全
身
が
震
え
て
体
温
を
保
と
う
と
す

る
。
さ
ら
に
体
温
が
下
が
る
と
眠
く
な
り
、
物
事
に

対
し
て
無
関
心
な
状
態
と
な
り
凍
死
す
る
。

（
低
体
温
症
の
分
類
）

36.6

～35.0

度
：
寒
気
、
皮
膚
感
覚
の
麻
痺
。

　
　
　
　
　
　
　

手
足
の
動
き
が
鈍
く
な
り
、
震

　
　
　
　
　
　
　

え
が
始
ま
る
。

35.0

～34.0

度
：
筋
力
の
低
下
。
歩
行
は
遅
く
、

　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
め
き
が
ち
に
な
る
。
無
関

　
　
　
　
　
　
　

心
状
態
が
現
れ
始
め
る
。

34.0

～32.0

度
：
よ
ろ
め
い
た
り
、
転
倒
し
易

　
　
　
　
　
　
　

く
な
る
。
思
考
や
会
話
が
遅
く

　
　
　
　
　
　
　

な
り
逆
行
性
健
忘
が
現
れ
る
。

32.0

～30.0

度
：
震
え
が
止
る
。
体
が
硬
直
し
、

　
　
　
　
　
　
　

歩
行
や
起
立
が
出
来
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　

る
。

30.0

～28.0

度
：
半
睡
眠
状
態
に
陥
る
。
瞳
孔

　
　
　
　
　
　
　

が
散
大
し
、
心
拍
、
脈
拍
が
微

　
　
　
　
　
　
　

弱
に
な
る
。

28.0

～26.0

度
：
睡
眠
状
態
に
陥
る
。
心
臓
の

　
　
　
　
　
　
　

活
動
が
停
止
す
る
。

（
応
急
処
置
）

　

風
の
当
た
ら
な
い
、
出
来
れ
ば
暖
か
い
と
こ
ろ
に

移
す
。
衣
類
が
湿
っ
て
い
た
り
、
濡
れ
て
い
た
ら
乾

い
た
物
と
取
り
替
え
る
。
火
を
熾
し
て
温
め
た
り
、

湯
た
ん
ぽ
な
ど
で
全
身
を
温
め
る
。
ぬ
る
ま
湯
の
風

呂
に
入
れ
て
も
よ
い
。
意
識
が
出
て
く
れ
ば
暖
か
い

飲
み
物
を
与
え
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
与
え
る
こ
と
は

い
け
な
い
。

④
転
落
、
滑
落
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク

　

６
ｍ
以
上
の
高
さ
か
ら
の
転
落
や
交
通
事
故
の
よ

う
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
た
状
態
で
衝
突
し
た
ケ
ー
ス
。

　

登
山
の
場
合
は
滑
落
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
た
状
態
で

岩
に
激
突
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
脳
挫
傷
、
外

傷
性
脳
内
出
血
、
頚
椎
、
脊
椎
損
傷
、
内
臓
破
裂
な

ど
に
よ
り
、
重
篤
な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
い
る
時
が

あ
る
。
こ
れ
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
骨

折
や
捻
挫
と
比
較
し
て
は
る
か
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

が
加
わ
り
、
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
緊
急
に
１
時
間
以
内
に

高
度
救
命
医
療
を
施
す
必
要
が
あ
り
、
適
切
に
対
処

し
な
い
と
死
亡
、
あ
る
い
は
重
篤
な
麻
痺
や
後
遺
障

害
を
残
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
必
要
な
の
は
気
道

の
確
保
、
つ
い
で
負
傷
部
位
に
考
慮
し
た
楽
な
姿
勢

を
取
ら
せ
る
、
出
血
が
あ
れ
ば
止
血
、
心
肺
停
止
で

あ
れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
応
急
措
置
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
生
命
維
持
に
係
る
最
低

限
の
措
置
を
取
っ
た
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ

り
、
と
も
か
く
一
刻
も
早
く
医
療
施
設
に
搬
送
す
る

こ
と
を
優
先
す
る
。
首
や
背
骨
に
副
木
を
添
え
る
等

の
細
か
い
処
置
を
行
な
う
よ
り
も
、
と
も
か
く
最
短

の
時
間
で
搬
送
を
す
る
手
配
を
行
な
う
こ
と
を
優
先

す
る
。
な
お
、
最
低
限
の
搬
送
が
必
要
な
場
合
も
首

や
背
中
を
損
傷
し
て
い
る
部
位
に
負
荷
を
か
け
る
こ

と
は
厳
禁
で
あ
り
、
搬
送
時
に
は
負
傷
状
況
に
応
じ

た
処
置
が
必
要
だ
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
し
た
方
法

を
取
る
よ
う
に
し
よ
う
。
事
故
地
点
か
ら
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
搬
送
が
可
能
な
場
合
は
む
や
み
に
動
か

さ
な
い
こ
と
だ
。

　

負
傷
部
位
に
よ
り
、
適
切
な
姿
勢
と
体
勢
の
変
更

方
法
は
様
々
で
あ
る
。
救
急
法
の
専
門
書
籍
を
参
照

さ
れ
た
い
。

⑤
雪
盲

　

積
雪
期
特
に
日
照
時
間
の
長
く
な
る
春
山
な
ど
で

は
紫
外
線
に
よ
る
目
の
障
害
が
起
こ
る
。

（
症
状
）

　

冬
山
で
は
紫
外
線
が
雪
面
に
反
射
す
る
の
で
，
曇

り
空
で
も
紫
外
線
は
多
い
．
紫
外
線
を
多
量
に
浴
び
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て
数
時
間
経
つ
と
目
玉
は
チ
カ
チ
カ
し
て
乾
燥
感
が

あ
る
．
ひ
ど
く
な
る
と
目
を
動
か
す
だ
け
で
激
痛
が

走
り
，
ま
ぶ
た
が
腫
れ
涙
が
止
ま
ら
な
い
．
何
も
見

え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
．

（
措
置
）

　

数
日
で
自
然
に
直
る
．
目
を
こ
す
ら
な
い
．
痛
む

と
き
は
冷
や
す
．
紫
外
線
を
当
て
な
い
よ
う
に
，
暗

い
と
こ
ろ
に
い
る
．
ス
テ
ロ
イ
ド
を
含
む
目
薬
を
点

す
な
ど
の
処
置
を
す
る
。

（
予
防
）

　

紫
外
線
カ
ッ
ト
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
す
る
。
顧
客
の

中
に
は
「
私
は
大
丈
夫
で
す
。」
と
い
う
者
も
い
る

が
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
必
ず
サ
ン
グ
ラ
ス

か
ゴ
ー
グ
ル
を
さ
せ
る
。
ま
た
、
普
通
の
メ
ガ
ネ
も

紫
外
線
を
カ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

⑥
日
焼
け

　

「
日
焼
け
」
は
精
悍
さ
を
感
じ
さ
せ
、
山
男
の
証

で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
ガ
イ
ド
も
い
る

が
、
紫
外
線
に
よ
る
焼
け
ど
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
皮
膚
に
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ

て
紫
外
線
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
防
ぐ
。

●
紫
外
線
防
御
指
数
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
数
値
が
記

さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
はSun P

rotection F
actor

（
サ
ン 
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン 

フ
ァ
ク
タ
ー
）
の
略
で

紫
外
線
防
御
指
数
と
も
言
い
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
波
の
防
止
効

果
を
表
す
指
標
で
あ
る
。

　

紫
外
線
を
浴
び
た
際
に
で
き
る
皮
膚
赤
い
斑
点
が

で
き
る
ま
で
の
時
間
を
何
倍
に
長
く
出
来
る
か
を
表

し
た
も
の
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
３
０
の
日
焼
け
止
め
を
利
用

し
た
場
合
、
赤
い
斑
点
が
現
れ
る
時
間
を
３
０
倍
に

延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
に
言
う
と
、
赤
い
斑
点
が
現
れ
る
ま
で

に
１
０
分
程
度
か
か
る
人
が
Ｓ
Ｐ
Ｆ
３
０
の
日
焼

け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
場
合
、
１
０
×
３
０ = 

３
０
０
分
。
約
５
時
間
程
度
の
日
焼
け
止
め
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

　

現
在
の
日
本
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
上
限
は
５
０
＋
と

な
っ
て
い
る
。
測
定
方
法
に
限
界
が
あ
る
た
め
５
０

以
上
の
数
値
は
信
用
性
が
低
い
と
言
う
こ
と
で
上
限

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
３
０
以

上
の
製
品
の
効
果
に
は
代
わ
り
が
な
い
の
が
実
状
の

よ
う
だ
。

○
実
際
に
ク
リ
ー
ム
を
塗
る
場
合
は
、
ク
リ
ー
ム
が

　

白
く
目
立
つ
た
め
、
規
定
の
量
よ
り
薄
塗
り
と
な

　

る
こ
と
が
多
い
、
よ
っ
て
そ
の
効
果
は
表
示
値
よ

　

り
も
少
な
い
時
間
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

○
ク
リ
ー
ム
の
使
用
後
は
、
洗
顔
し
て
お
き
た
い
。

　

水
溶
性
で
な
い
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
た
場
合
は
、

　

ク
レ
ン
ジ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
を
使
用
し
て
完
全
に
落

　

と
し
て
お
く
こ
と
で
皮
膚
の
障
害
を
防
ぐ
こ
と
が

　

で
き
る
。

眼鏡使用の方でも使用可能な
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価格　６，８００円

日焼け止めクリーム
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登山特有の疾病


